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　今回の第2660地区のインターシティーミーティングを、
盛大に開催できましたことは、各参加クラブのお力添えが
あったからこそ為し得た事と、心から深く感謝申し上げた
いと思います。またこの素晴らしい発表の場、並びに親
睦の機会を与えて下さった泉博朗ガバナー並びに７組の
各クラブに厚く御礼申し上げます。
　我々ホストクラブとして今回のIM開催にあたり、すべて
の意味でIMの原点に戻って考えることを念頭に、準備し
てまいりました。近年のIMの流れとして、基調講演に署
名な講師を外部から招き、テーブルディスカッションをす
る形式を止め、長年にわたりご自身が奉仕活動を続けて
こられたロータリアン、大阪船場RCの澤田宗久氏に「国
際奉仕活動にかける思い」を講演いただきました。また
「若さと国際性豊かなロータリー」をテーマに、ROTEX
から「若者とロータリーの未来」、大阪フレンドRCのカン
ボジアへのプロジェクト、心斎橋RCとタイトンブリRCとの
共同プロジェクトなど、発表をまじえてフォーラムを開催い
たしました。
　また「真の国際化とIM７組の役割」というテーマで、御
堂筋本町RC、うつぼRC、心斎橋RCでパネルディスカッ
ションを行うなどし、また隣接会場「友愛の広場」に於い
ては、第７組の各クラブの活動状況が一目でわかるよう

に展示ブースを設け、各クラブ間の友好が図れるように
工夫いたしました。その節は各クラブの担当者様には多
大なるご尽力を賜り、誠にありがとうございました。
　また休憩時には、ホストクラブとして会員とその家族に
よるお茶の接待をするなど、手作りによるおもてなしを心
がけました。つまり、立案から開催に至る準備、当日スタ
ッフとしてのお手伝い、演者に至るまで出来うる限り総て
を、身と心による奉仕の精神で行う事を目指しました。そ
のために会員の労力が非常に大きく負担となることを覚
悟した上で、今回のIM開催の場を会員相互の親睦を図
る絶好機と捉え、準備、実行、開催いたしました。
　結果として、今回のIMの開催が成功裡に終えることが
出来、クラブ内の会員相互の友情も深まり、絆が強くなっ
たことは本当に喜ばしいことと、開催にあたり御協力いた
だいた関係各位に改めて感謝申し上げたいと思います。
　今から45年前、我々心斎橋RCは1970年に大丸百貨
店さんの食堂を例会場として出発致しました。今回の
IMは我々にとって、あらゆる意味で原点に戻った企画で
あったと感じています。
　最後に、IM開催にあたって特別な配慮を頂き最後ま
でお付き合いいただいた「大丸」さんに心より御礼申し上
げて報告とさせていただきます。

テーマ：若さと国際性豊かなロータリー　　　 　ホストクラブ：大阪心斎橋ロータリークラブ
日時：2015年１月31日㈯ 13:15～17:00　　　会場：大丸心斎橋劇場（大丸心斎橋店北館14階）
主催：国際ロータリー第2660地区ガバナー泉博朗
参加クラブ：大阪フレンドRC、大阪南西RC、大阪御堂筋本町RC、大阪西南RC、大阪南RC、
　　　　　　大阪船場RC、大阪難波RC、大阪うつぼRC、大阪なにわRC、大阪心斎橋RC 以上10組
参加登録：255名　　出席者数：221名

第７組 インターシティ･ミーティング 報告

ＩＭ実行委員会  委員長 鴻野精彦
（大阪心斎橋ＲＣ）

大阪心斎橋RC 会長 松田隆光


